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はじめに                                     

日本
にほん

政府
せいふ

は、法務
ほうむ

大臣
だいじん

から補完的
ほかんてき

保護
ほ ご

対象者
たいしょうしゃ

として認定
にんてい

された方
かた

やその家族
かぞく

のために、日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

、生活
せいかつ

ガイダンスなどの定住
ていじゅう

支援
し え ん

プログラムを無償
むしょう

で行
おこな

っています。 

 

● 日本語
に ほ ん ご

の基礎
き そ

、日本
にほん

で生活
せいかつ

するために役
やく

に立
た

つ制度
せいど

・習慣
しゅうかん

などを日本語
に ほ ん ご

で勉強
べんきょう

することができます。 

● プログラムを受講
じゅこう

している間
あいだ

は生活
せいかつ

支援
し え ん

を受
う

けられる場合
ばあい

があります（条件
じょうけん

・審査
し んさ

あり）。 

● オンラインでの受講
じゅこう

を希望
きぼう

する場合
ばあい

、必要
ひつよう

な方
かた

には授業
じゅぎょう

で使用
し よ う

するパソコンなどを貸
か

し出
だ

します。 

● 昼間
ひるま

コースの対面
たいめん

授業
じゅぎょう

では子供
こども

を預
あず

けることができます。 

 



プログラムの内容
ないよう

                               

１．日本語
にほん ご

教育
きょういく

（５７２授業
じゅぎょう

時間
じかん

（１授業
じゅぎょう

時間
じかん

＝４５分
ふん

）） 

  ● 自立
じ りつ

して生活
せいかつ

するために必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

のコミュニケーション能
のう

力
りょく

（読
よ

むこと、書
か

くこと、聞
き

くこと、話
はな

す       

こと（発表
はっぴょう

・やり取
と

り））を伸
の

ばすことができます。 

● 定住
ていじゅう

支援
し え ん

プログラムの日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

は、「日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の参照枠
さんしょうわく

」（※）のA２からＢ１レベル相当
そうとう

の能力
のうりょく

を身
み

につけることを目標
もくひょう

としています。入所
にゅうしょ

時
じ

の日本語
に ほ ん ご

のレベルや学習
がくしゅう

の状 況
じょうきょう

等
とう

によって到達
とうたつ

レ

ベル（A1～B1）は変
か

わります。 

「日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の参照枠
さんしょうわく

」：全体的
ぜんたいてき

な尺度
しゃくど

（抜粋
ばっすい

） 

熟達
じゅくたつ

した言語使用者
げんごしようしゃ

 

 Ｃ２ 
聞
き

いたり、読
よ

んだりしたほぼ全
すべ

てのものを容易
ようい

に理解
りかい

することができる。自然
しぜん

に、流
りゅう

ちょうかつ正確
せいかく

に自己
じ こ

表現
ひょうげん

が

でき、非常
ひじょう

に複雑
ふくざつ

な状 況
じょうきょう

でも細
こま

かい意味
い み

の違
ちが

い、区別
くべつ

を表現
ひょうげん

できる。 

Ｃ１ 
いろいろな種類

しゅるい

の高度
こうど

な内容
ないよう

のかなり長
なが

いテクストを理解
りかい

することができ、含意
がんい

を把握
はあく

できる。言葉
ことば

を探
さが

している

という印 象
いんしょう

を与
あた

えずに、流
りゅう

ちょうに、また自然
しぜん

に自己
じ こ

表 現
ひょうげん

ができる。社会的
しゃかいてき

、学問的
がくもんてき

、職 業 上
しょくぎょうじょう

の目的
もくてき

に

応
おう

じた、柔 軟
じゅうなん

な、しかも効果的
こうかてき

な言葉
ことば

遣
づか

いができる。 

自立
じりつ

した言語使用者
げんごしようしゃ

 

 Ｂ２ 
自分
じぶん

の専門
せんもん

分野
ぶんや

の技術的
ぎじゅつてき

な議論
ぎろん

を含
ふく

めて、具体的
ぐたいてき

な話題
わだい

でも抽象的
ちゅうしょうてき

な話題
わだい

でも複雑
ふくざつ

なテクストの主要
しゅよう

な内容
ないよう

を

理解
りかい

できる。お互
たが

いに緊張
きんちょう

しないで熟達
じゅくたつ

した日本語
に ほ ん ご

話者
わしゃ

とやりとりができるくらい流
りゅう

ちょうかつ自然
しぜん

である。 

Ｂ１ 仕事
し ご と

、学校
がっこう

、娯楽
ご ら く

でふだん出合
で あ

うような身近
みぢか

な話題
わだい

について、共通語
きょうつうご

による話
はな

し方
かた

であれば、主
しゅ

要点
ようてん

を理解
りかい

で

きる。身近
みぢか

で個人的
こじんてき

にも関心
かんしん

のある話題
わだい

について、単純
たんじゅん

な方法
ほうほう

で結
むす

びつけられた、脈絡
みゃくらく

のあるテクストを作
つく

ることができる。 

基礎
き そ

段階
だんかい

の言語
げんご

使用者
しようしゃ

 

 Ａ２ 
ごく基本的

きほんてき

な個人
こじん

情 報
じょうほう

や家族
かぞく

情 報
じょうほう

、買
か

い物
もの

、近所
きんじょ

、仕事
しごと

など、直接的
ちょくせつてき

関係
かんけい

がある領 域
りょういき

に関
かん

する、よく使
つか

わ

れる文
ぶん

や表現
ひょうげん

が理解
りかい

できる。簡単
かんたん

で日常的
にちじょうてき

な範囲
はんい

なら、身近
みぢか

で日常
にちじょう

の事柄
ことがら

についての情報
じょうほう

交換
こうかん

に応
おう

じること

ができる。 

Ａ１ 
具体的
ぐたいてき

な欲求
よっきゅう

を満足
まんぞく

させるための、よく使
つか

われる日常的
にちじょうてき

表現
ひょうげん

と基本的
きほんてき

な言
い

い回
まわ

しは理解
りかい

し、用
もち

いることもでき

る。もし、相手
あいて

がゆっくり、はっきりと話
はな

して、助
たす

け船
ぶね

を出
だ

してくれるなら簡単
かんたん

なやり取
と

りをすることができる。 

※ 「日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の参照枠
さんしょうわく

」は、ヨーロッパ言語
げんご

共通
きょうつう

参照枠
さんしょうわく

（CEFR）を参考
さんこう

に、日本語
に ほ ん ご

の習得
しゅうとく

段階
だんかい

に応
おう

じて

求
もと

められる日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の内容
ないよう

・方法
ほうほう

を明
あき

らかにし、外国人
がいこくじん

等
とう

が適切
てきせつ

な日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

を継続的
けいぞくてき

に受
う

けられ

るようにするため、日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

に関
かか

わる全
すべ

ての者
もの

が参照
さんしょう

できる日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

、教授
きょうじゅ

、評価
ひょうか

のための枠組
わ くぐ

みです。 

 
 



２．生活
せいかつ

ガイダンス（１２０授業
じゅぎょう

時間
じかん

（１授業
じゅぎょう

時間
じかん

＝４５分
ふん

）） 

● 日本
にほん

で生活
せいかつ

するために役
やく

に立
た

つ制度
せいど

（医療
いりょう

、保険
ほけん

、年金
ねんきん

、税金
ぜいきん

など）や習慣
しゅうかん

について、勉
べん

強
きょう

すること

ができます。 

※ 授
じゅ

業
ぎょう

は、日
に

本
ほん

語
ご

教育
きょういく

と生
せい

活
かつ

ガイダンスを組
く

み合
あ

わせたカリキュラムで行
おこな

います。 

  

学習
がくしゅう

の時間
じ か ん

と時期
じ き

                             

コース 授業
じゅぎょう

形式
けいしき

 学習
がくしゅう

時間
じかん

（※２） 期間
きかん

 

昼間
ひるま

コース 

（半年
はんとし

コース） 

対面
たいめん

によるグループ学習
がくしゅう

（定住
ていじゅう

支援
し え ん

センター（※１）にて受講
じゅこう

）又
また

は

オンラインによるグループ学習
がくしゅう

（自宅
じ た く

にて受講
じゅこう

） 

月
げつ

～金
きん

の毎日
まいにち

 

9:30～15:50 

４月
がつ

～９月
がつ

又
また

は 

１０月
がつ

～３月
がつ

の 

半年間
はんとしかん

 

夜間
やかん

コース 

（１年
ねん

コース） 

オンラインによるグループ学習
がくしゅう

 月
げつ

～金
きん

の毎日
まいにち

 

18:30～20:55 

４月
がつ

～３月
がつ

の 

１年間
ねんかん

 

※１ 定住
ていじゅう

支援
し え ん

センターは首都圏
しゅとけん

等
とう

に設置
せっち

する予定
よてい

です。 

※２ 学習
がくしゅう

時間
じかん

は変
か

わる場合
ばあい

もあります。 

 

プログラムを受講
じゅこう

できる人
ひと

                        

補完的
ほかんてき

保護
ほ ご

対象者
たいしょうしゃ

として認定
にんてい

された方
かた

とその家族
かぞく

（※）。 

ただし、これまでに定 住
ていじゅう

支援
しえん

プログラムを受講
じゅこう

したことがある方
かた

などは受
う

けられません。 

       ※ その家族
かぞく

とは、日
に

本
ほん

に在留
ざいりゅう

する外国人
がいこくじん

で日
に

本
ほん

での在留
ざいりゅう

資格
し か く

がある夫
おっと

や妻
つま

、親
おや

、結婚
けっこん

していない子
こ

ど

もです。 

 

生活
せいかつ

援助
えんじょ

金
きん

（※支給
しきゅう

には条件
じょうけん

・審査
し ん さ

があります。）                   



１．生活費
せいかつひ

（生活
せいかつ

のためのお金
かね

） 

 ● 昼間
ひるま

コース 

   大人
おとな

  １日
にち

 ２,４００円
えん

（6か月間
げつかん

）/  子供
こども

  1日
にち

 １, ２００円
えん

（6か月間
げつかん

） 

※  ただし世帯
せたい

の中
なか

の2人目
ふ た り め

以降
いこう

の大人
おとな

は１,６００円
えん

  

 ● 夜間
やかん

コース 

   大人
おとな

   1日
にち

 １, ２００円
えん

（1年間
ねんかん

）/   子供
こども

  1日
にち

 ６００円
えん

（1年間
ねんかん

） 

※  ただし世帯
せ た い

の中
なか

の2
ふた

人目
り め

以降
いこう

の大人
お と な

は８００円
えん

 

 

２．医療費
いりょうひ

（病気
びょうき

やけがをした時
とき

のお金
かね

） 

プログラムを受講
じゅこう

している間
あいだ

に病院
びょういん

などに支払
し は ら

った治療費
ち り ょ う ひ

および処方
しょほう

薬
やく

の実費
じ っ ぴ

を支
し

援
えん

します。自由
じ ゆ う

診療
しんりょう

、

予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

などは除
のぞ

きます（高額
こうがく

な支払
し は ら

いが見込
み こ

まれる場合
ば あ い

は、事前
じ ぜ ん

にＲＨＱ支援
し え ん

センターに相談
そうだん

してくださ

い。）。 

※ 健康
けんこう

保険
ほけん

料
りょう

は自分
じぶん

で払
はら

う必要
ひつよう

があります 。  

 

３．住居費
じゅうきょひ

（住
す

まいのためのお金
かね

） 

プログラムの参加期
さ ん か き

間中
かんちゅう

に支給
しきゅう

される住居費
じゅうきょひ

には上限
じょうげん

があります。 

世帯
せたい

人員
じんいん

 昼間
ひるま

コース 夜間
やかん

コース 

１人
ひと り

 １か月
げつ

４０,０００円
えん

まで １か月
げつ

２０,０００円
えん

まで 

２人
ふたり

 １か月
げつ

５０,０００円
えん

まで １か月
げつ

２５,０００円
えん

まで 

３人
さんにん

 １か月
げつ

５５,０００円
えん

まで １か月
げつ

２７,５００円
えん

まで 

４人
よにん

以上
いじょう

 １か月
げつ

６０,０００円
えん

まで １か月
げつ

３０,０００円
えん

まで 

※ 家賃
や ち ん

が住居費
じゅうきょひ

の上限
じょうげん

より低
ひく

い場合
ば あ い

は、実際
じっさい

に支払
し は ら

った金
きん

額
がく

が支給
しきゅう

されます。 

※ 家賃
や ち ん

以外
い が い

の諸経費
し ょ け い ひ

は支払
し は ら

われません。 

※ 賃貸借
ちんたいしゃく

契約書
けいやくしょ

のコピー（家賃
や ち ん

・入居者
にゅうきょしゃ

全員
ぜんいん

の氏名
し め い

の明記
め い き

）が必要
ひつよう

です。 

 

４．定住
ていじゅう

手当
て あ て

（定住
ていじゅう

の準備
じゅんび

のためのお金
かね

） 

   定住
ていじゅう

支援
し え ん

プログラムを修 了
しゅうりょう

した時
とき

に１回
かい

だけもらえます。 



大人
おとな

（16歳
さい

から）       １５６,９００円
えん

 

子供
こども

（15歳
さい

まで）        ７８,４５０円
えん

 

   

申込
もうしこ

み方法
ほうほう

等
とう

                                

２０２４年
ねん

４月
がつ

開講
かいこう

の定住
ていじゅう

支援
し え ん

プログラムの申込
もうしこ

み方法
ほうほう

等
とう

は以下
い か

のとおりです。 

なお、応募者
おうぼしゃ

が多
おお

い場合
ばあい

や、健康
けんこう

の状態
じょうたい

などによっては、希望
きぼう

のコースを受講
じゅこう

できない場合
ばあい

もあります。 

 

１．申込
もうしこ

み・問合
といあわ

せ先
さき

 

  公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

アジア福祉
ふ く し

教育
きょういく

財団
ざいだん

 難民
なんみん

事業
じぎょう

本部
ほんぶ

（ＲＨＱ） 

TEL： 0120-400-250 

E-mail： rhq2024@rhq.gr.jp  

Web： http://www.rhq.gr.jp 

所在地
しょざいち

：東京都港区
とうきょうとみなとく

南麻布
みなみあざぶ

５－１－２７ 

 

２．申込
もうしこ

み期限
きげん

 

  ２０２４年
ねん

２月
がつ

２９日
にち

 

 

３．手続
てつづき

の流
なが

れ 

 ① 上記
じょうき

１に連絡
れんらく

（コース説明
せつめい

と日本語
に ほ ん ご

レベルのチェック、申込書
もうしこみしょ

の案内
あんない

をします。） 

 ② 個別
こべつ

面接
めんせつ

・申込
もうしこみ

書
しょ

の提
てい

出
しゅつ

（ここまでを上記
じょうき

２の申込
もうしこ

み期限
きげん

までに行
おこな

う必要
ひつよう

があります。） 

 ③ 審査
し んさ

の結果
けっか

通知
つうち

（オンライン受講
じゅこう

の場合
ばあい

で希望
きぼう

する人
ひと

にはオンライン用
よう

の端末
たんまつ

を郵送
ゆうそう

、操作
そうさ

説明
せつめい

） 

 ④ ４月
がつ

から受講
じゅこう

開始
かいし
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